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【第６次黒石市総合計画の体系図】

　
市
は
、今
年
３
月
に「
第
６
次
黒

石
市
総
合
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た

の
で
、そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

総

合

計

画

と

は

　
今
後
数
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る
計
画
で
、
市
の
計
画

の
最
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
昭

和
47
年
か
ら
こ
れ
ま
で
に
５
回
策

定
さ
れ
ま
し
た
。

【
計
画
の
構
成
】

　
計
画
の
背
景
を
示
し
た「
序
論
」、 

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
や
目
標
、 

将
来
像
を
定
め
た
「
基
本
構
想
」、

具
体
的
施
策
や
取
組
事
業
を
示
し

た
「
基
本
計
画
」、「
資
料
編
」
の

４
章
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
計
画
を
「
市
民
全
員

が
理
想
を
共
有
す
る
ツ
ー
ル
」
と

位
置
づ
け
、
内
容
を
重
要
な
施
策

に
絞
り
込
み
、
簡
潔
で
分
か
り
や

す
い
も
の
と
し
ま
し
た
。

【
策
定
ま
で
の
過
程
】

　
他
の
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り

つ
つ
、
こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
た
各

種
意
見
交
換
会
に
加
え
、
市
民
に

よ
る
総
合
計
画
審
議
会
を
５
回
開

催
し
、
市
議
会
に
よ
る
基
本
構
想

の
議
決
を
経
て
、
広
報
に
よ
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
２
回
実
施

し
て
意
見
を
集
約
し
ま
し
た
。

計

画

の

概

要

【
基
本
理
念（
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
）】

　
「
い
く
つ
に
な
っ
て
も
住
み
よ
い

ふるさと

ま
ち 

次
世
代
に
つ
な
ぐ
故
郷
（
ふ

る
さ
と
） 

く
ろ
い
し
」

　
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
す
べ
て

の
市
民
が
住
み
や
す
い
ま
ち
を
次

の
世
代
に
も
つ
な
い
で
い
く
と
い

う
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

【
計
画
期
間
】

　
２
０
１
９
年
度
か
ら
２
０
２
４

年
度
ま
で
の
６
年
間

【
目
標
・
将
来
像
】

　
基
本
理
念
を
実
現
す
る
た
め
、

３
つ
の
目
標
「
自
立
し
た
ま
ち
」・

「
元
気
な
ま
ち
」・「
安
心
な
ま
ち
」

と
、
９
つ
の
施
策
を
設
定
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
ら
を
実
施
す
る
こ
と
で
黒

石
力
（
市
民
の
力
）
が
結
集
し
、

持
続
可
能
な
一
体
感
の
あ
る
強
い

ま
ち
に
な
り
ま
す
。

【
今
後
の
取
り
組
み
】

　
市
は
毎
年
度
、
進
捗
状
況
を
審

議
会
に
報
告
し
議
論
し
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
意
見
交
換
会
や
出

前
講
座
等
を
通
じ
て
市
民
の
皆
さ

ん
へ
の
周
知
に
努
め
ま
す
。

　
な
お
、
計
画
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　
次
号
か
ら
は
、
３
つ
の
目
標
と
各

施
策
に
つ
い
て
随
時
掲
載
し
ま
す
。

※ 

問
い
合
わ
せ
先
…
市
企
画
課
企

画
調
整
係
☎
52
－
２
１
１
１
内

線
２
３
６・２
３
９

『
い
く
つ
に
な
っ
て
も
住
み
よ
い
ま
ち

　
　　次
世
代
に
つ
な
ぐ
故
郷
　く
ろ
い
し
』

黒
石
力
が
結
集
し
、持
続
可
能
な

　
　
　
　
　
　一
体
感
の
あ
る
強
い
ま
ち
へ

自
立
し
た
ま
ち

元
気
な
ま
ち

安
心
な
ま
ち

①子育て支援と教育環境の充実で安心なまち
　（子育て・教育）
②高齢者福祉の充実で安心なまち（福祉）
③健康づくりの推進で安心なまち（健康・福祉）
④みんなが暮らしやすい安心なまち（安全･安心）

①歴史と伝統を活かした元気なまち（文化）

②新たな拠点で人がにぎわう元気なまち（環境）

③移住人口･交流人口の拡大で元気なまち（観光）

①地域コミュニティの活性化で自立したまち
　（協働）

②しごとづくりで自立したまち（産業振興）

市民の黒石力を結集し、
地域コミュニティの維
持と産業の振興により
働く場所が確保される
ことで、誰もが活躍する
自立したまち

歴史と伝統が息づく街
並みには市内外から人
が集まり、新たな交流と
憩いの場が生まれる元
気なまち

人口減少を緩やかにし
つつ、子どもたちが希望
を持って成長し、誰もが
健やかで安心して暮ら
せる、あずましいまち

ふ
る
さ
と
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平
成
29
年
２
月
に
策
定
し
た

「
黒
石
市
教
育
大
綱
」
が
本
年
３

月
で
計
画
期
間
の
終
了
を
迎
え
た

た
め
、
３
月
27
日
に
開
催
し
た
市

総
合
教
育
会
議
に
お
い
て
、
市
教

育
大
綱
を
改
定
し
ま
し
た
。

　
教
育
大
綱
は
、
市
長
が
市
の
教

育
、
学
術
お
よ
び
文
化
の
振
興
に

関
す
る
総
合
的
な
施
策
に
つ
い
て
、 

そ
の
目
標
や
施
策
の
基
本
と
な
る

方
針
を
定
め
た
も
の
で
、
市
長
と

市
教
育
委
員
会
が
地
域
の
教
育
政

策
の
方
向
性
を
共
有
し
、
施
策
の

総
合
的
な
推
進
を
図
り
ま
す
。
改

定
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

［
目　
　
　
標
］

　
目
標
は
「
心
豊
か
な
人
を
育
て

る
ま
ち
黒
石
」
で
す
。

［
基
本
的
な
考
え
方
］

　
お
も
い
や
り
に
あ
ふ
れ
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
共
生
社
会

の
形
成
を
願
い
、
郷
土
に
誇
り
を

も
ち
、
多
様
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、 

生
き
る
力
を
も
っ
て
主
体
的
に
新

し
い
時
代
を
切
り
拓
く
、
心
豊
か

で
た
く
ま
し
い
人
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

［
教
育
施
策
の
４
つ
の
柱
］

①�

夢
や
志
の
実
現
に
向
け
た
、確

か
な
学
力
、豊
か
な
心
、健
や
か

な
体
を
育
む
学
校
教
育
の
推
進

と
安
全
で
良
好
な
教
育
環
境
の

整
備
、充
実
に
努
め
ま
す
。

【
最
重
要
項
目
】

◆�

確
か
な
学
力
と
豊
か
な
人
間
性

の
育
成

　
子
ど
も
た
ち
が
新
し
い
時
代
を

主
体
的
に
切
り
拓
い
て
い
く
た
め

の
学
力
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
築
き
、
楽

し
く
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
相
談
・
支
援

体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

◆�

小
・
中
９
年
間
を
見
通
し
た
教

育
シ
ス
テ
ム
の
推
進

　
現
在
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
中

学
校
学
区
ご
と
の
小・中
連
携
事
業

を
継
続
し
な
が
ら
、本
市
に
あ
っ
た

小・中
一
貫
教
育
の
構
築
を
目
指
し

て
研
究
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◆�

小
学
校
の
適
正
配
置
の
推
進
と

実
現

　
少
子
化
傾
向
の
中
、
充
実
し
た

教
育
活
動
の
実
施
と
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
に
、
小

学
校
の
統
合
に
よ
る
適
正
配
置
や

安
心
・
安
全
な
教
育
環
境
の
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
小
学
校
に

お
け
る
完
全
給
食
の
実
施
を
実
現

し
ま
す
。

②�

家
庭
や
地
域
で
の
学
び
を
生
か

し
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

つ
く
り
、
豊
か
で
住
み
よ
い
地

域
社
会
を
形
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
社
会
教
育
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

【
最
重
要
項
目
】

◆�
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
協
働
に

よ
る
人
材
育
成
と
持
続
可
能
な

自
立
し
た
地
域
づ
く
り
の
推
進

　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
連

携
・
協
働
し
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く

成
長
す
る
よ
う
、
多
様
な
体
験
活

動
等
を
通
し
て
育
成
し
て
い
く
と

と
も
に
、
魅
力
あ
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
に
向
け
て
、
地
域
住

民
自
ら
が
地
域
課
題
に
取
組
み
解

決
し
て
い
く
住
民
主
体
の
ま
ち
づ

市
教
育
大
綱
を
改
定
し
ま
し
た

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

◆�

生
涯
を
通
じ
た
学
び
と
社
会
参

加
の
推
進

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
び
の
機
会

の
充
実
や
地
域
課
題
に
応
じ
た
学

習
機
会
・
学
習
情
報
の
提
供
、
学

習
相
談
の
充
実
等
、
市
民
の
生
涯

を
通
じ
た
学
び
の
環
境
整
備
を
推

進
し
ま
す
。

③�

歴
史
と
文
化
を
尊
重
し
、感
性
と

創
造
力
を
高
め
る
芸
術
文
化
活

動
の
推
進
と
地
域
の
歴
史
・
文

化
の
保
存
と
継
承
を
図
り
ま
す
。

【
最
重
要
項
目
】

◆�

文
化
財
の
保
存
と
活
用

　
国
の
文
化
財
で
あ
る
高
橋
家
住

宅
や
鳴
海
氏
庭
園
、
中
町
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
を
は
じ
め
と

し
た
市
内
の
文
化
財
を
保
存
・
活

用
し
、
市
民
の
文
化
財
保
護
意
識

の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

◆�

歴
史
と
文
化
の
継
承

　
市
民
が
黒
石
の
歴
史
や
文
化
に

対
す
る
知
識
を
深
め
る
こ
と
で
、

郷
土
に
対
し
て
愛
着
と
誇
り
を
持

ち
後
世
に
継
承
さ
れ
る
よ
う
努
め

ま
す
。

◆�

芸
術
文
化
活
動
の
支
援

　
市
民
の
芸
術
文
化
活
動
を
支
援

す
る
ほ
か
、
芸
術
文
化
団
体
の
指

導
者
の
育
成
と
確
保
に
努
め
る
な

ど
、
感
性
と
創
造
性
を
高
め
る
芸

術
文
化
の
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

④�

心
身
の
健
康
を
保
ち
、
活
力
と

感
動
を
生
み
出
す
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
推
進
と
健
康
都
市
宣
言
に

伴
う
教
育
環
境
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

【
最
重
要
項
目
】

◆�

一
市
民
一
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
全

て
の
市
民
に
対
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
た
健
康
づ
く
り
を
促
進
す
る

取
組
を
行
い
な
が
ら
、
健
康
長
寿

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

◆�

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
管
理
運
営

　
運
動
公
園
や
ス
ポ
カ
ル
イ
ン
黒

石
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
効
果

的
か
つ
効
率
的
な
管
理
運
営
や
学

校
施
設
開
放
事
業
を
積
極
的
に
推

進
し
、
市
民
の
健
康
増
進
に
努
め

ま
す
。

◆�

健
康
教
育
の
充
実

　
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
を
維
持

し
て
い
こ
う
と
す
る
意
識
の
向
上

と
具
体
的
な
方
法
を
身
に
付
け
る

取
組
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
指
導
・

助
言
し
て
い
き
ま
す
。

［
計
画
期
間
］

　
２
０
１
９
（
平
成
31
）
年
４
月

１
日
か
ら
２
０
２
３
年
３
月
ま
で

※ 

問
い
合
わ
せ
先
…
市
秘
書
課
秘

書
係
☎
52
－
２
１
１
１
内
線

２
１
５
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　児童扶養手当や特別児童扶養手当などの
福祉手当は、全国消費者物価指数の実績値
に基づき、支給月額が毎年改定されます。
　平成30年度全国消費者物価指数の実績値

（対前年比1.0㌫増）が公表された結果、平
成31年４月から支給月額が下表のとおり改
定になりました。

※ 問い合わせ先…▽児童扶養手当・特別児
童扶養手当＝市福祉総務課こども未来係
☎52－2111内線515・516▽障害児福祉
手当・特別障害者手当・経過的福祉手当
＝同課障がい福祉係☎同内線513・514

低
下
し
、
日
常
生
活
に
支
障
を

来
す
人
（
い
ず
れ
も
障
害
等
級

１
級
相
当
の
障
害
を
有
す
る
人
）

◆ 

実
施
期
限
…
２
０
２
０
年
３
月

31
日
（
火
）

◆ 

助
成
額
…
３
０
０
０
円
（
生
活

保
護
世
帯
は
全
額
助
成
）

◆ 

申
請
場
所
…
市
健
康
推
進
課

窓
口
（
市
役
所
２
階
）

◆ 

申
請
に
必
要
な
も
の
…
▽
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の
（
健
康
保

険
証
・
免
許
証
－
な
ど
）
▽
印

鑑
▽
生
活
保
護
受
給
証
明
書

（
生
活
保
護
世
帯
の
人
）
▽
身

体
障
害
者
手
帳
の
写
し
な
ど

（
対
象
者
の
②
に
該
当
す
る
人
）

◎ 

本
人
以
外
が
申
請
す
る
場
合
は
、 

代
理
者
の
身
分
を
証
明
で
き
る

も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

市
健
康
推
進
課
母
子
保
健
係

☎
52
－
２
１
１
１
内
線
２
４
４ 

・
２
４
５

　
市
は
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染

症
予
防
接
種
を
初
め
て
受
け
る
人

を
対
象
に
、
接
種
費
用
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

◆ 

対
象
者
…
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
市
民

① 

２
０
１
９
年
度（
平
成
31
年
度
）

に
65
・
70
・
75
・
80
・
85
・
90・
95

歳
か
１
０
０
歳
以
上
と
な
る
人

② 

接
種
当
日
に
60
〜
64
歳
で
、
心

臓
、
腎
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機

能
に
障
害
が
あ
り
、
身
辺
の
日

常
生
活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る

人
お
よ
び
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
が

肺炎球菌ワクチン
予防接種費用を助成

　
任
期
満
了
に
伴
う
県
議
会
議
員

一
般
選
挙
（
黒
石
選
挙
区
・
定
数

１
人
）
は
、
立
候
補
の
届
け
出
が

現
職
の
鳴
海
惠
一
郎
氏
（
46
歳
・

浅
瀬
石
２
）
一
人
だ
っ
た
た
め
、

　
風
し
ん
は
、
妊
婦
、
特
に
妊
娠

初
期
の
女
性
が
か
か
る
と
胎
児
に

も
感
染
し
、
難
聴
な
ど
の
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
の
子
供
が
生
ま
れ

る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
風
し
ん
の
予
防
接
種
は
妊
娠
中

に
は
で
き
な
い
た
め
、
妊
娠
を
予

定
し
て
い
る
人
や
、
そ
の
周
囲
の

人
の
予
防
接
種
が
重
要
で
す
。

　
市
は
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群

の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
、
風
し

ん
抗
体
検
査
お
よ
び
予
防
接
種
費

用
の
全
額
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆ 

対
象
者
…
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
市
民
①
妊
娠
を
希
望
す
る

人
②
①
の
同
居
者
③
風
し
ん
の

抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
同
居
者

◎ 

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
対
象
外

▽
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が

あ
る
人
▽
定
期
予
防
接
種
の
対

象
者
▽
昭
和
37
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
54
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
男
性

◎ 

過
去
に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受

け
て
、
抗
体
価
が
低
か
っ
た
人

は
、
予
防
接
種
の
み
実
施
可

（
抗
体
価
が
低
い
と
証
明
で
き

る
も
の
を
持
参
し
た
場
合
）

◆ 

助
成
対
象
…
▽
風
し
ん
抗
体
検

査
▽
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ま
た

は
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

◆ 

実
施
費
用
…
無
料

◆ 

実
施
期
限
…
２
０
２
０
年
３
月

31
日
（
火
）

◆ 

申
請
場
所
…
市
健
康
推
進
課 

窓
口
（
市
役
所
２
階
）

◆ 

申
請
に
必
要
な
も
の
…
印
鑑
、

対
象
者
②
に
該
当
す
る
人
は
妊

娠
を
証
明
で
き
る
母
子
健
康
手

帳
、
過
去
に
抗
体
検
査
を
受
け

た
人
は
証
明
で
き
る
も
の

※ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

市
健
康
推
進
課
母
子
保
健
係 

☎
52
－
２
１
１
１
内
線
２
４
４ 

・
２
４
５

風

し

ん

抗

体

検

査
・
予

防

接

種

が

無

料

で

受

け

ら

れ

ま

す

区　　分 改定前（円）改定後（円）

児
童
扶
養
手
当

第１子
全部支給 42,500 42,910

一部支給 42,490～
 10,030

42,900～
 10,120

第2子
加 算

全部支給 10,040 10,140

一部支給 10,030～
 5,020

10,130～
 5,070

第3子
以 降
加 算

全部支給 6,020 6,080

一部支給 6,010～
 3,010

6,070～
 3,040

特別児童
扶養手当

１ 級 51,700 52,200
２ 級 34,430 34,770

障 害 児 福 祉 手 当 14,650 14,790
特 別 障 害 者 手 当 26,940 27,200
経 過 的 福 祉 手 当 14,650 14,790

県
議
会
議
員
一
般
選
挙

鳴
海
氏
が
３
選
果
た
す

無
投
票
当
選
と
な
り
、
鳴
海
氏
が

３
回
目
の
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。鳴海惠一郎氏

福祉手当が改定されました
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　「津軽の名人・達人バンク」は、学校や施設、サーク
ル等の活動で講師が必要なとき、皆さんの希望や目的
に合わせて講師を活用できるように実施している事業
です。
　さまざまなジャンルの人材をまとめた名簿は津軽広
域連合のホームページ（http://tsugarukoiki.jp/）で
確認できます。希望や目的にあった名人・達人を見つ
けたら、利用者が講師に直接連絡し、日程や費用など
についてご確認ください。
　また、同連合は自分の特技を講師として指導できる

「名人・達人」も募集しています。必要な資格は特にあ
りませんので、講師登録に興味のある人は、お気軽に
お問い合わせください。
※ 問い合わせ先…同連合総務課総務企画係☎31－

1201

　夢を応援基金「ひとり親家庭支援奨学金制度」は、
ローソングループと全国母子寡婦福祉団体協議会が、
ひとり親家庭を応援する給付型奨学金です。
　申請には県母子寡婦福祉連合会に入会を希望するな
どの条件がありますので、詳しくはお問い合わせくだ
さい。
◆ 対象者…中学３年、高校１～３年、高等専門学校１

～３年等に在籍する生徒（通信制の場合は、高校卒
業資格があること）

◆奨学金…月額30,000円（返還不要）
　 2019年度奨学金の対象期間は、2019（平成31）年

４月１日～2020年３月31日の１年間
◆ 申請締切…2019（平成31）年４月26日（金）
※ 申請・問い合わせ先…県母子寡婦福祉連合会☎017

－735－4152

　４月10日から６月10日までは、「山火事防止運動強調
期間」です。春の野山は空気が乾燥し山火事が発生し
やすい環境になっています。県内では４月から５月に
かけて山火事が多く発生しており、原因の多くは、た
き火やたばこの不始末によるものです。山火事は一度
発生すると、一瞬にして大切な森林や近隣の農地を失
うだけでなく、その回復には長い年月とばくだいな費
用が必要となります。
　これから農作業や山菜採りなどで火の取り扱いが増
えますので、十分注意しましょう。なお、「火入れ」は
許可が必要ですので、詳しくはお問い合わせください。
※ 問い合わせ先…市農林課農地林務係☎52－2111内

線656・657

　県内の森林では、昆虫が媒介する伝染病の松くい虫
被害やナラ枯れ被害が継続して確認されています。
　枯れている松やナラ類を見つけたときは、早急にお
知らせください。
※ 問い合わせ先…市農林課農地林務係☎52－2111内

線656・657、中南地域県民局林業振興課☎33－
3857、弘前地方森林組合☎28－3305

「津 軽 の 名 人・達 人 バ ン ク」
サークル活動などにご活用を

山 火 事 に
ご 注 意 ！

松 く い 虫・ナ ラ 枯 れ
被 害 防 止 に ご 協 力 を 「ひとり親家庭支援奨学金制度」

奨 学 生 募 集

kikaku08
長方形

kikaku08
長方形

kikaku08
テキストボックス
　有　料　広　告

kikaku08
テキストボックス
　有　料　広　告
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市
は
、市
に
お
け
る
子
育
て
家
庭

の
状
況
や
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

を
伺
う
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、提
出
期
限
が

間
近
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、忘
れ

ず
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。ア
ン

ケ
ー
ト
の
回
答
で
個
人
が
特
定
さ

れ
た
り
、他
の
目
的
に
利
用
さ
れ
た

り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
の
子
育
て
環
境
の
改
善
を
図

る
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
率
直
な
ご
意
見
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆ 

提
出
期
限
・
方
法
…
４
月
19
日

（
金
）ま
で
に
返
信
用
の
封
筒
で

郵
送
（
就
学
児
童
の
保
護
者
は

学
校
へ
の
提
出
も
可
）

※ 

市
福
祉
総
務
課
こ
ど
も
未
来
係

☎
52
－
２
１
１
１
内
線
５
１
５

　
４
月
27
日
（
土
）
〜
５
月
７
日

（
火
）の
市
内
各
ス
ポ
ー
ツ
施
設
休

館
日
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
ご
利
用
の
際
は
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※ 

市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
文
化
ス
ポ

ー
ツ
係
☎
52
－
２
１
１
１
内
線

６
２
１

　
市
は
、
土
木
資
材
の
支
給
と
建

設
機
械
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
対
象
は
、
地
区
協
議
会
や
町
内

会
な
ど
の
団
体
が
市
道
や
法
定
外

公
共
物
の
道
路
・
水
路
等
の
改
修

な
ど
を
行
う
場
合
で
す
。

　
希
望
す
る
団
体
は
、
市
土
木
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

市
土
木
課
土
木
係（
境
松
庁
舎
）

☎
52
－
２
１
１
１
内
線
５
８
１

･

５
８
２

　

市
は
、「
黒
石
市
農
業
次
世
代

人
材
投
資
資
金
交
付
事
業
（
旧
青

年
就
農
給
付
金
事
業
）」
の
給
付

希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
原
則
農
業
者
に
な
る
こ
と
を
目

指
す
人
が
対
象
で
す
。
認
定
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
、
市
農
林
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

市
農
林
課
六
次
産
業
化
推
進
係

☎
52
－
２
１
１
１
内
線
６
５
5

　
弘
前
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防

本
部
は
、「
危
険
物
取
扱
者
試
験
」

と
「
事
前
講
習
会
」
を
、
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

◆
危
険
物
取
扱
者
試
験

時 

６
月
８
日
（
土
）

場 

弘
前
東
高
等
学
校
（
弘
前
市
川

先
４
－
４
－
１
）

内 

▽
甲
種（
受
験
資
格
必
要
）▽
乙

種（
第
１
〜
６
類
）▽
丙
種

￥ 

▽
甲
種
＝
６
５
０
０
円
▽
乙
種

＝
４
５
０
０
円
▽
丙
種
＝
３
６ 

０
０
円

申 

４
月
18
日
（
木
）
〜
５
月
13
日

（
月
）（
電
子
申
請
は
５
月
10
日

（
金
）
ま
で
）

他 

同
本
部
予
防
課
お
よ
び
管
内
消

防
署
・
分
署
で
受
験
願
書
配
布

◎ 

電
子
申
請
は
、（
一
財
）消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（https://w

w
w

.shoubo-
shiken.or.jp/

）を
ご
ら
ん
く
だ

農
業
次
世
代
人
材

投
資
資
金
交
付
事
業

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

事

前

講

習

会

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
休
館
日

土
木
資
材
支
給
と
建
設
機
械
貸
出

子
ど
も･
子
育
て
支
援
の
ニ
ー
ズ

調
査
提
出
期
限
が
間
近

さ
い
。

◆
事
前
講
習
会

時 

５
月
23
日（
木
）・
同
24
日（
金
）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分
（
２
日
間
）

場 

同
本
部
３
階
大
会
議
室
（
弘
前

市
本
町
２
－
１
）

対 

乙
種
第
４
類
の
受
験
者
（
希
望

者
）

￥ 

▽
受
講
＝
４
５
０
０
円
（
弘
前

地
区
消
防
防
災
協
会
加
入
事
業

所
か
ら
の
受
講
者
は
２
０
０
０

円
）
▽
テ
キ
ス
ト
＝
１
７
０
０

円
（
テ
キ
ス
ト
の
み
の
購
入
は

不
可
）

申 

４
月
25
日
（
木
）
〜
５
月
15
日

（
水
）ま
で
に
同
本
部
予
防
課
ま

た
は
管
内
消
防
署
・
分
署
へ

◎ 

車
で
来
庁
の
人
は
、
最
寄
り
の

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

同
本
部
予
防
課
☎
32
－
５
１
０
４

施　設 休館日

スポカルイン黒石
（図書コーナー含む）４月30日（火）

５月７日（火）市 ス ポ ー ツ
交 流 セ ン タ ー

黒 石 運 動 公 園
なし

市 立 武 道 場

　黒石市役所と黒石病院は、次の期間閉庁・休診と
なります。ご理解とご協力をお願いします。
■閉庁・休診期間
　４月27日（土）〜５月６日（月・休）
◎ 死亡・出生・婚姻などの届け出は、市役所地下（日

直員）で受領します。詳しくはお問い合わせくだ
さい。

◎ 救急受付は24時間行っています。
※ 黒石市役所☎52－2111（代）、 

黒石病院☎52－2121（代）

　５月３日（金･祝）、６日（月･休）は、ごみ処理施設機
器整備のため、「燃やせないごみ」を収集しませんので
ご注意ください。
　なお、「燃やせるごみ」は通常どおり収集します。ご
理解とご協力をお願いします。
※ 市市民環境課環境衛生係☎52－2111内線123・124

黒 石 市 役 所 閉 庁 と 黒 石 病 院 休 診

燃やせないごみ収集は３日と６日が休み

５月後半の休日当番医
12日
日

佐 々 木 内 科
小 児 科 医 院 ☎53‐5125

19日
日 黒 石 あ け ぼ の 病 院 ☎52‐2877

26日
日 健 生 黒 石 診 療 所 ☎53‐3015

※ 「５月前半の休日当番医」は広報くろ
いし４月１日号をごらんください。
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　４月５日、こけし工人の阿保正文さんらが市長室を訪れ、
東奥日報文化財団（塩越隆雄理事長）が主催する「第４回
東奥文化選奨」に阿保さんが選出されたことを髙樋市長に
報告しました。
　この選奨は、芸術や文化の分野で実績を上げ、本県の芸
術や文化の普及振興への貢献が期待される、新進気鋭の作
家や表現者を選定。
　阿保さんは、「これからの文化継承への励みとなるような
受賞で、うれしかった」と喜びを語りました。

　３月25日、阿部カツヱさんがこの日めでたく100歳の誕
生日を迎えられ、百歳顕彰が養護老人ホーム景楓荘で行わ
れました。
　この日は、阿部さんに髙樋市長から顕彰状や家族からプ
レゼントが贈られ、長寿を祝福。阿部さんの今までの人生
を振り返るスライドショーを鑑賞するなど、楽しい時間を
過ごしました。
　最後に阿部さんは、「これからも長生きできるように頑張
ります」と笑顔でお礼を述べました。

　３月26日、市消防団第八分団板留消防部（長谷川理部長）
に新しく交付された小型動力消防ポンプ付き積載車の車両
交付式が行われました。
　今回交付された車両は車体総重量が3.5㌧未満のため、
普通運転免許を取得していれば運転が可能。
　髙樋市長は、「災害が起きないことが一番であるが、災害
発生時はこの車両をうまく活用してほしい」と激励した後、
ポンプ機能など車両の設備について消防団員から説明を受
けました。

阿保正文工人が東奥文化選奨受賞を報告

阿部カツヱさんの１００歳をお祝い

市消防団に新しい消防車両を交付

■４月５日、（一社）黒石観光協会の石澤照代会
長らが市長室を訪れ、「第34回黒石さくらまつり」
をＰＲするため、せん定した桜の枝を寄贈しま
した。

kikaku08
長方形

kikaku08
テキストボックス
　有　料　広　告



（代）

☎

広
報
く
ろ
い
し

　

４
月
15
日
号

る
自
治
体
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
日
本

各
地
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

　
今
後
、
髙
橋
さ
ん
の
活
動
を
本

紙
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　
「
現
地
に
来
て
み
て
、
一
番
痛
感

し
て
い
る
の
が
英
語
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
力
の
弱
さ
で
す
。
銀
行
と
の
や

り
取
り
の
中
で
、
英
語
で
、
し
か

も
電
話
で
説
明
を
求
め
ら
れ
る
場

面
で
は
苦
労
し
ま
し
た
。
ま
ず
は

英
会
話
能
力
を
高
め
、
何
の
説
明

を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
把
握

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
各
イ
ベ

ン
ト
で
本
市
の
Ｐ
Ｒ
を
的
確
に
伝

え
ら
れ
る
英
語
能
力
を
養
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

　
市
は
、今
年
４
月
か
ら
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の（
一
財
）自
治
体
国
際
化

協
会（
ク
レ
ア
）シ
ド
ニ
ー
事
務
所

へ
髙
橋
豪す

ぐ
る

主
任
主
事
を
派
遣
し
て

い
ま
す
。派
遣
期
間
は
２
０
２
１
年

３
月
ま
で
の
２
年
間
で
、主
な
業
務

は
、「
姉
妹
都
市
・
姉
妹
校
交
流
」、

「
経
済
交
流
」で
す
。

　
「
姉
妹
都
市
・
姉
妹
校
交
流
」
で

は
、
日
本
国
内
の
自
治
体
・
学
校

と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
の
自
治
体
・
学
校
の
間

に
立
ち
、
こ
れ
か
ら
交
流
を
始
め

た
り
、
記
念
事
業
等
を
行
っ
た
り

す
る
自
治
体
・
学
校
の
サ
ポ
ー
ト

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
「
経
済
交
流
」
で
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国

内
で
行
わ
れ
る
観
光
イ
ベ
ン
ト
に

ク
レ
ア
で
出
展
、
ま
た
は
出
展
す

　株式会社アグリーンハートの
代表取締役を務める、農音楽家
Takuronこと佐藤拓郎さんは、
就農して約20年となります。有
機栽培や自然栽培、AI・IoT・
ロボット等を活用したスマート
農業に積極的に取り組んでいる
他、農 産 物 の 国 際 安 全 規 格

「GLOBAL G.A.P」を市内で初
めて取得しました。
　農林水産省主催の「平成30年
度未来につながる持続可能な農
業推進コンクール」には県代表
として出展し、有機農業・環境

保全型農業部門で、最高賞に次
ぐ生産局長賞を受賞しました。
受賞の背景には、市内の休耕地
を自然栽培で再生する自社の取
り組みの他、情報番組のリポー
ターや、県が実施する出前授業
の学校教育サポーターとして農
業の魅力を発信するといった個
人の活動も評価されました。
　今後の目標を尋ねると、「黒石
の農産物に付加価値を付けて、
魅力を世界中へ発信したい」と
目を輝かせて意気込む拓郎さ
ん。今後の活躍も楽しみです！

今
後
の
抱
負
を

聞

き

ま

し

た

オ

ーストラリ

ア

すぐるの

「黒石の農産物の魅力を
	 世界中へ発信したい」
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